
全員参加で中期事業計画を策定・実行 
～やらされることより、やりたいことを～ 

推薦理由 

京都府中小企業技術センター 「頼りになる中技セン」実現チーム  

 企画連携課：古郷、門田、新池、竹中 
 基盤技術課：宮内、前田、渡部、 
 応用技術課：小山、東、余座、植村、中村、大藤、鴨井 
 

【プロセスの工夫、横展開が可能な点】 

≪アセッサー：産業労働総務課 梅原 和久≫ 

 

• 策定することが目的化しがちな行政の計
画について、メンバー全員の参画を目指し
て、できることから取り組んで行くという発
想自体が新しく、画期的だと思います。 

 

【アピールポイント（組織力の発揮）】  

≪所属長： 
  中小企業技術センター 所長 小林章一≫ 

組織力とは組織を構成する人財しだいです。 

自発的な経験が人を大きく成長させる源泉と
なります。全職員が、よりよい職場を作ろうと、
自分事として職場改善に取り組む機運を作り、
自発的に関わって、小さなことでも、できること
から実行に移していってくれていることがすば
らしいと思っています。 

 

 

「推薦のポイント」に照らし
て良いところ、自慢できる
点をアピールしてください。 
 

＜推薦のポイント（組織力）＞ 
①自発性・マインド 
 ＝気づきを活かす、引き出す 
②対話、チームワーク 
 ＝多様なメンバーで対話し 
  連携・協力する 
③合目的性・継続性 
 ＝目的に向かって実践し、 
  学びを活かす 

取組プロセスで一番の
鍵になった工夫や、他
でもマネできる、あるい
は参考にしてもらえそう
な点を見つけて、アピール
してください。 

★この様式は、発表用スライドや 
 事例集として、そのまま活用 
 できるよう定めています 
★1ページ＝A5サイズ 
 （2upでA4サイズ）に印刷します 
★記入枠の大きさは自由に変え 
 てOKです。ただし総ページ数 
 （4ページ）は変えないでください 
★写真や図がある場合は 
 適宜貼り付けてください 



取組内容（１） 

 現状、課題 
• 第2期中期事業計画（平成27～29年度）
の策定に向けて、26年度から検討開始。 

• 中堅・ベテラン職員の異動・退職により、
若手技術職員が増加。府内中小企業へ
の技術支援水準の維持が課題。 

• また、事業増加による多忙感があること
から、技術習得・蓄積軽視の風潮も見ら
れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目指す姿、状態 
• 中技センがコスト面の有利性だけでは
なく、「頼りになる」から使っていただけ
ること 

• 利用企業から、発展・変革の「きっかけ
は中技セン」と言ってもらえるような、
価値ある技術支援を提供すること 

• 目指すべき姿に向かって、職員自ら考
え行動する組織風土ができていること 

 取組の対象、顧客、ターゲット 
 【お客様】 京都府内中小企業 

  ：企業の技術は日々向上、変化している 

 ⇒【中技セン】 企業の変化に対応し、質の 
  高い技術サービスを提供し続けること。 

  そのためには、人財と組織の成長が必要。 

 

 

 チーム体制、ネットワーク 
• 中期事業計画の策定・実行メンバーの公
募に立候補した、中技セン職員。 

  管理職を除く正規職員31名中、計画策定 

  には12名、実行には14名が立候補。 

 取組の分野 （該当に○、複数選択可） 

創造的事業 ・ 府民サービス向上 ・ 業務効率化 ・ 職場環境改善 

2 

成果に着目した場合
の分野を選択してくだ
さい。 
 
■創造的事業 
 ＝独自性が高い、京都 
  ならでは 
■府民サービス向上 
 ＝府民視点に立って 
  お役立ちしたもの 
■業務効率化 
 ＝手順の省略、見直し 
  スクラップ＆ビルド 
■職場環境改善 
 ＝安心・安全・快適な 
  職場づくり 

どんな姿、状態にな
ることを目指して、取
組や事業を着想・実
行しましたか？ 
 

「こうありたい」という理
想の姿、状態を教えてく
ださい。 

どのような人たちを
巻き込んで取り組み
ましたか？ 
・発案者 
・リーダー 
・キーマン 
・実行、実践者 
・アドバイザー、支援者 
・トップダウン 
 or ボトムアップ etc 

この取組は誰の視点で
企画しましたか？ 



取組内容（２） 

 取組内容とプロセス 
＜着想（気づき）～ 企画立案、事業化まで＞ 
中期事業計画の策定（平成26年度） 

 ①中期事業計画の策定メンバー募集 

  ・メンバーは公募により選出。強制なし。⇒12名 

  ・所長：３方針のみ。 あとは、若手が自分で考える。 

 ②中期事業計画策定プロセス 

  ・青く語る。 「やりがい」＝お客様に喜んでいただくには？ 

  ・「語り合う」 「話し合う」 「認め合う」ことを重視。 

    ⇒一人１課題へ。12名で10WG立ち上げ。 

 

＜実行、実践の内容とプロセス＞ 
中期事業計画の実行プロセス（平成27年度） 

 ・実行WGメンバーの募集 ：公募 14名。⇒ 10WGの運営。 

 ・スタート ：4月1日AM8：30より「朝一カンファレンス」開始。 

 ・全員参加の促進 ：意見募集、アンケート、情報提供 

 ・「見える」活動 ：職員＋お客様 

 ・アセッサー養成研修への参加 ：対話の重要性とスキル 

工夫したポイント 
・若手が自発的に手を挙げるこ
と、そして若手に裁量を与える
ことで、責任感が芽生え、自ら
考えるプロセスが生じました。 

・管理職には、若手職員の検討
内容・プロセスに口出しせず、
支援に徹して頂きました。口出
ししたい場面でも我慢して見
守っていただき、若手の自発
的活動に繋がりました。 

工夫したポイント 
・明確なスタートを築くこと。4月1

日始業直後、「中期事業計画
の開始です。朝一カンファレン
スを始めましょう。」の言葉で、
皆の心が切り替わりました。 

・中期事業計画の紹介ポスター
を、お客様の目に入る事務室
入口横に掲示しています。 

どのようにして「気づ
き」を生み、それを 
具現化しましたか？ 
 

気づきから組織・チーム
の取組へと発展させたプ
ロセスを教えてください。 

どのような取組を、ど
んなプロセスで実行、
実践しましたか？ 
 
取組・事業の概要ととも
に、それを実行、実践し
ていくプロセスを教えてく
ださい。 

・府民の声を拾い上げる工夫 
・職員の創造性を活かす工夫 
・知恵やノウハウを集める工夫 

・組織的な取組へと発展させる
工夫 
・問題意識を高める工夫 
・多様な意見をとりまとめる工夫 
 

など、企画段階での工夫を教え
てください。 

・連携・協力者を巻き込む工夫 

・メンバーのモチベーションを高
める工夫、保つ工夫 
・多忙な中でもやり切る工夫 
・差別化を図る工夫 
 

など、実行・実践段階での工夫を
教えてください。 



結果とふり返り 

 成果、目標達成状況 
• 4/1開始「朝一カンファレンス」は、全9担当で毎日実施。 

   ⇒対話が促進。情報共有・相談。お客様への共同対応。 

     不在時の対応向上。ＯＪＴによる技術伝承。 

• 職場の雰囲気向上・活性化 

   ⇒若手が活躍できる／意見言いやすい／風通し良い 

• 使っていただきたい ⇒ お客様目線の強化 

   ：マニュアルの整備、紹介動画、広報革新 

    支援事例研究・紹介、利用事例集、事務手続き見直し 

 

 

 

 今後の展開 
• 中期事業計画の第1年目 ：2年目以降の継続・発展 

• 皆が主役 － 全員が参加・貢献する 

• 対話の強化 ：１０ＷＧ間の連携、全職員での対話 

• 自ら考える力 ：スタートしたばかり。もっと進化できる。 

• 京都府内中小企業へ発信 ⇒「頼られる中技セン」へ 
 

   自ら考え実行する ＋ 仲間がいる ＋ 喜ばれる ＝ 「やりがい」 4 

12月末時点でどんな成
果が出ましたか？ 
 
必ずしも100％達成する必

要はなく、得られた成果、得
られなかった成果を、 
12月末時点でふり返って記
入してください。 

成果や学習したことを活
かして、今後どう展開し
ていきますか？ 
 

同じ取組で次のステージを
目指す、あるいは全く別の
アプローチで目標達成を目
指すなど、今後の取組の方
向性を教えてください。 

取組から学んだ点 
・やりやすいことからで良いの
で、まず行動する。成果が出
ることが次の可能性を生む。 

・お客様に喜んでいただくため
に「考えること」「工夫するこ
と」に、やりがいを感じること。 

・ＷＧを引っ張る人、支える人、
頼まれたことを行う人。色々
な形があって良いので、全員
が参加し実行することが大切。 

 

さらに工夫したい点 
・「自ら考える習慣」が身に付く
ためには、考える経験を積み
重ね、また対話を通じて新しい
考えを受け入れることが必要。 

・職員だけでなく、中小企業の
方々も巻き込んで、自ら考え
行動する機会を作り続けたい。 

・ここはうまく行かなかった 
・やってみたが効果がなかった 
・この取組の最も難しかった点 

など失敗から学んだことを教えて
ください。 

・この手法が参考になった 
・こんなアドバイスが効いた 

・このメンバーを巻き込んだこと
で前に進んだ 

・行き詰まったときの突破口はこ
こだった 

など成功から学んだことを教えて
ください。 

取組から学んだことを活かし、さら
に成果を上げるためにどんな工
夫をしたいか、教えてください 


